
キキクル（危険度分布）
「黒」の新設、「うす紫」と「濃い紫」の統合

令和４年６月

気象庁
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キキクル（危険度分布）とは

雨による災害の危険度を地図上にリアルタイム表示（気象庁ホームページ上で10分ごとに更新）
土砂災害・浸水害・洪水害それぞれの危険度を5段階に色分けして表示

洪水害浸水害土砂災害

災害は3種類

危険度は5段階

1km四方
の細かさで色分け
洪水キキクルは河川
流路に沿って色分け

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

危
険
度

低

高



５段階の警戒レベルとキキクル（危険度分布）

「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）に
基づき気象庁において作成
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災害への心構えを高める

•危険な場所から全員避難
• 台風などにより暴風が予想される場合は、暴風が吹き
始める前に避難を完了しておく。

• 心構えを一段高める
• 職員の連絡体制を確認

第１次防災体制
（連絡要員を配置）

第２次防災体制
（高齢者等避難の発令を判断できる体
制）

キキクル

注意注意

警戒警戒

危険危険

災害切迫災害切迫

高齢者等避難
第３次防災体制
（避難指示の発令を判断できる体制）

避難指示
第４次防災体制
（災害対策本部設置）

警戒
レベル

緊急安全確保
※必ず発令される情報ではない

命の危険 直ちに安全確保！
•すでに安全な避難ができず、命が危険な状況。いまいる場
所よりも安全な場所へ直ちに移動等する。

市町村の対応住民が取るべき行動

4

3

2

1

5
相
当

相当する
警戒
レベル
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自らの避難行動を確認
•ハザードマップ等により、自宅等の災害リスクを再確認す
るとともに、避難情報の把握手段を再確認するなど。

危険な場所から高齢者等は避難
• 高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合
わせ始めたり、避難の準備をしたり、自主的に避難する。

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞



キキクル（危険度分布）の改善

令和４年６月30日から

警戒レベル４に相当するキキクル（危険度分布）は紫です

これまでの
キキクルの色 警戒レベル

濃い紫 ー

うす紫 ４相当

赤 ３相当

黄色 ２相当

白(水色) ー

キキクルの色 警戒レベル

黒
災害切迫 ５相当
紫
危険 ４相当
赤
警戒 ３相当
黄色
注意 ２相当

白(水色)
今後の情報等に留意

ー

これまでのキキクル

特別警報基準値
超過を「黒」で表示

警戒レベル4
の「紫」と一致



5

②過去30年分の災害データから「基準」を設定

キキクルは災害危険度の予測情報

③指数を基準で判定した結果をキキクルとして表示

①降った雨による災害危険度の高まりを指数化

２時間先
までの予測
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土砂災害警戒情報の基準

現在の実況値

２時間先の予測値
指
数

時間

指
数

時間

現在の実況値

重大な災害がいつ
発生してもおかしくない。

重大な災害がすでに
発生していてもおかしくない。

土砂災害警戒情報の基準

キキクル「紫」は避難に必要な時間を考慮して予測で出現

土砂キキクルの「紫」は、防災機関や住民に伝わり避難が完了するまでに必要とされる
時間を確保できるよう、2時間先までに基準に到達すると予測された時点で出現する。

2時間先までに
土砂災害警戒情報の
基準に到達すると予測

警戒レベル４相当紫
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②過去30年分の災害データから「基準」を設定

キキクルは災害危険度の予測情報

③指数を基準で判定した結果をキキクルとして表示

①降った雨による災害危険度の高まりを指数化

１時間先
までの予測
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②過去30年分の災害データから「基準」を設定

キキクルは災害危険度の予測情報

③指数を基準で判定した結果をキキクルとして表示

①降った雨による災害危険度の高まりを指数化

３時間先
までの予測
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平成26年8月豪雨
広島県広島市の土砂災害
⇒大雨特別警報（土砂災害）の指標に用いる基準（キキクル「黒」の基準）設定に考慮
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平成28年台風第10号
岩手県岩泉町の洪水災害
⇒大雨特別警報（浸水害）の指標に用いる基準（キキクル「黒」の基準）設定に考慮
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キキクル「黒」を待つことなく「紫」で避難の判断を

色と
その意味 表示条件

黒
災害切迫 ↓大雨特別警報の指標に用いる基準

指数の実況値が大雨特別警報の
指標に用いる基準に到達した場合

」

紫
危険

↑土砂災害警戒情報の基準又は
警報基準を大きく超過した基準

指数の実況値又は予測値※が
土砂災害警戒情報の基準等に到
達する場合

赤
警戒

↑警報基準 指数の実況値又は予測値※が
警報基準に到達する場合

黄
注意

↑注意報基準 指数の実況値又は予測値※が
注意報基準に到達する場合

今後の情報に
留意

指数の実況値及び予測値※が
注意報基準未満の場合

※ 土砂災害は2時間先、浸水害は1時間先、洪水は3時間先までの予測を用いている。

「災害切迫」（黒）は、災害が
すでに発生している可能性が高い
状況。

災害が発生する前にいつも出現す
るとは限らない。
災害が発生する前にいつも出現す
るとは限らない。
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急
傾
斜
地
の
高
さ
h

急傾斜地の高さの２倍以内
(ただし50mを超える場合は
50m)

土砂災害が発生してからでは避難することはできない

【崖崩れ】
●山の斜面や自然の急傾斜の崖、人工的な造成による斜面が突然
崩れ落ちること

【土石流】
●山腹や川底の石や土砂が集中豪雨などによって一気に下流へと
押し流される現象

すさまじい破壊力をもつ土砂が建物等に壊滅的な被害をもたらし一瞬のうちに尊い人命を奪ってしまう
恐ろしい災害。
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山間部を流れる中小河川（山地河川）は、流域面積が狭いため上流域に降った雨が河川に集まる
までの時間が短く、勾配が比較的急で、河川の幅が狭い場所では流れが深く速くなりやすいため、大雨
が降ると短時間のうちに急激な水位上昇が起こりやすい。

中小河川は急激な水位上昇が起こって一気に危険な状況に

小野川
小野川

わずか
1時間で
急激な増水

（写真：日田市職員提供）

平成29年7月5日

14時30分 15時32分
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大雨による災害リスクがある場所を確認

洪水浸水
想定区域を
重ね合わせ

土砂災害警戒区域
(予定箇所を含む)を
重ね合わせ

①大雨警報(土砂災害)の
危険度分布）

②ハザードマップ
（土砂災害警戒区域等）

避難情報の
発令対象区域

＋

＝

警戒レベル３
高齢者等避難
発令対象区域

（土砂災害警戒区域）

警戒レベル４避難指示
発令対象区域

（土砂災害警戒区域）

自分の住んでいる場所にどんな災害リスクがあるか確認

重ね合わせ
ボタン

重ね合わせ
ボタン

重ね合わせ
ボタン

重ね合わせ
ボタン

危険度が高まっている場所からの避難が必要
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キキクルの危険度の高まりを見逃さないように
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キキクルの危険度の高まりを見逃さないように

キキクルの危険度を通知するスマホアプリもあります
協力事業者

危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当する
「危険（紫）」などへの危険度の高まりをプッシュ型で通知するサービス

危険度分布
「紫」


